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そ
う
だ
旅
行
に
行
こ
う

参
加
希
望
者
募
集

協
議
会
矢
島
副
会
長
の
提
案
で
、

な
か
な
か
個
人
で
は
旅
行
に
行

け
な
い
、
温
泉
に
行
け
な
い
人

が
多
い
だ
ろ
う
と
、
ご
自
身
の

経
験
を
踏
ま
え
て
有
志
で
旅
行

会
を
作
り
た
い
と
い
う
話
が
出

ま
し
た
。
チ
ラ
シ
を
作
り
す
で

に
お
知
ら
せ
は
し
て
あ
り
ま
す

が
、
再
度
紙
面
で
お
知
ら
せ
し

ま
す
。

筆
者
に
言
わ
せ
て
も
ら
え
ば
、

皆
さ
ん
は
普
段
か
ら
家
族
を
大

切
に
し
、
奥
さ
ん
や
お
子
さ
ん
、

親
御
さ
ん
と
旅
行
に
行
っ
て
い

る
と
思
っ
て
い
ま
す
。
は
た
し

て
希
望
者
が
い
る
だ
ろ
う
か
と

心
配
し
て
い
ま
す
。

旅
行
会
の
内
容
と
し
て
は
、
協

議
会
に
申
込
み
を
し
て
い
る
人

を
対
象
に
し
て
い
ま
す
。
何
人

の
参
加
が
あ
る
か
わ
か
り
ま
せ

ん
が
少
数
で
も
発
足
す
る
と
し

て
い
ま
す
。
参
加
希
望
者
の
中

か
ら
役
員
を
互
選
し
、
集
金
方

法
、
集
金
時
期
、
会
計
担
当
者

な
ど
の
検
討
を
し
て
行
き
た
い

と
、

矢
島
副
会
長
は
話
し
て
い
ま

す
。

日
本
三
名
泉

有
馬
温
泉
（
兵
庫
県
）

下
呂
温
泉
（
岐
阜
県
）

草
津
温
泉
（
群
馬
県
）

日
本
三
大
美
人
の
湯

龍
神
温
泉
（
和
歌
山
県
）

湯
ノ
川
温
泉
（
島
根
県
）

川
中
温
泉
（
群
馬
県
）

日
本
三
大
美
肌
の
湯

嬉
野
温
泉
（
佐
賀
県
）

斐
乃
上
温
泉
（
島
根
県
）

喜
連
川
温
泉
（
栃
木
県
）

日
本
三
名
城

熊
本
城
（
熊
本
県
）

姫
路
城
（
兵
庫
県
）

名
古
屋
城
（
愛
知
県
）

日
本
三
景

宮
島
（
広
島
県
）

天
橋
立
（
京
都
府
）

松
島
（
宮
城
県
）

新
三
景

耶
馬
渓
（
大
分
県
）

三
保
の
松
原
（
静
岡
県
）

大
沼
（
北
海
道
）

日
本
三
名
園

後
楽
園
（
岡
山
県
）

兼
六
園
（
石
川
県
）

偕
楽
園
（
茨
城
県
）

日
本
三
大
夜
景

稲
佐
山
（
長
崎
県
）

摩
耶
山
六
甲
山
（
兵
庫
県
）

函
館
山
（
北
海
道
）

諸
説
あ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

特
Ａ

北
海
道

な
な
つ
ぼ
し

ゆ
め
ぴ
り
か

岩
手
県
南

ひ
と
め
ぼ
れ

秋
田
県
南

あ
き
た
こ
ま
ち

宮
城
県

ひ
と
め
ぼ
れ

つ
や
姫

山
形
県

コ
シ
ヒ
カ
リ

は
え
ぬ
き

つ
や
姫

ひ
と
め
ぼ
れ

福
島
県
会
津
中
通

コ
シ
ヒ
カ
リ

ひ
と
め
ぼ
れ

新
潟
上
中
越
魚
沼
佐
渡

コ
シ
ヒ
カ
リ

栃
木
県
北

コ
シ
ヒ
カ
リ

千
葉
県

コ
シ
ヒ
カ
リ

長
野
県
南
信

コ
シ
ヒ
カ
リ

山
梨
県
峡
北

コ
シ
ヒ
カ
リ

石
川
県

コ
シ
ヒ
カ
リ

福
井
県

コ
シ
ヒ
カ
リ

三
重
県
伊
賀

コ
シ
ヒ
カ
リ

京
都
府
丹
後

コ
シ
ヒ
カ
リ

奈
良
県
北

コ
シ
ヒ
カ
リ

兵
庫
県

コ
シ
ヒ
カ
リ

大
分
県
豊
肥

ヒ
ノ
ヒ
カ
リ

福
岡
県

元
気
つ
く
し

鹿
児
島
県
北

あ
き
ほ
な
み

佐
賀
県

コ
シ
ヒ
カ
リ

さ
が
び
よ
り

熊
本
県
城
北

ヒ
ノ
ヒ
カ
リ

森
の
く
ま
さ
ん

く
ま
さ
ん
の
力

収穫の秋です。新米を食べましたか。昨年の特Ａは下記のお米です。

ア
ク
セ
ル
と
ブ
レ
ー
キ
の
踏
み
間
違
い
多
発

毎
日
の
よ
う
に
新
聞
紙
上
に
ブ
レ
ー
キ

と
ア
ク
セ
ル
の
踏
み
間
違
い
の
事
故
が
載
っ

て
い
ま
す
。
年
齢
を
見
る
と
高
齢
の
方
が

多
く
見
受
け
ら
れ
ま
す
。
そ
れ
で
も
２
０

歳
代
の
率
が
２
０
数
パ
ー
セ
ン
ト
入
っ
て

い
ま
す
か
ら
高
齢
だ
け
を
理
由
に
出
来
な

い
面
も
あ
り
ま
す
。

勘
違
い
を
し
た
と
理
由
を
あ
げ
る
人
が

多
い
が
、
な
ぜ
勘
違
い
を
し
た
か
に
つ
い

て
は
明
確
な
答
え
は
出
て
い
な
い
。

主
な
事
故
は
駐
車
場
に
集
中
し
て
い
る

が
要
因
と
し
て
は
ブ
レ
ー
キ
を
踏
ん
で
い

る
と
錯
覚
し
、
止
ま
ら
な
い
の
で
パ
ニ
ッ

ク
状
態
に
な
り
更
に
ア
ク
セ
ル
を
踏
ん
で

し
ま
う
と
思
わ
れ
る
。

ク
ラ
ッ
チ
ペ
ダ
ル
が
あ
る
車
の
事
故
率
が

低
い
こ
と
か
ら
オ
ー
ト
マ
チ
ッ

ク
車
へ
の
乗
車
姿
勢
に
問
題

が
あ
る
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

現
在
、
一
番
良
い
と
さ
れ

る
方
法
は
ク
リ
ー
プ
現
象
を

利
用
し
て
駐
車
す
る
事
が
事

故
を
未
然
に
防
ぐ
対
策
と
言

わ
れ
て
い
ま
す
。

ク
リ
ー
プ
現
象
と
は
、
エ

ン
ジ
ン
が
ア
イ
ド
リ
ン
グ
状

態
で
車
が
動
く
現
象
の
事
で

す
。駐

車
時
に
は
ア
ク
セ
ル
を

踏
ま
ず
、
ブ
レ
ー
キ
に
足
を

か
け
ク
リ
ー
プ
現
象
を
利
用

し
て
止
め
る
方
法
で
す
。
現

在
各
メ
ー
カ
ー
で
は
急
激
に

ア
ク
セ
ル
を
踏
ん
だ
時
に
起

こ
る
シ
フ
ト
ダ
ウ
ン
を
自
動

的
に
抑
え
る
シ
フ
ト
ロ
ッ
ク

の
開
発
を
進
め
て
い
ま
す
。

常
に
心
に
ブ
レ
ー
キ
を

日
本
の
ナ
ン
バ
ー
ス
リ
ー

輪島市白米千枚田

９月２７日撮影 刈入がまだ終わっていません


